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鉄道では、一般に指令室において管轄するエリアの列車の運行を指令員が

集中的に管理する。運行管理の目的は列車運行状況のモニター、および、運

行支障時における「安全確保のための事態への対処」「列車運行の乱れの極小

化と迅速な回復」にあり、これらは鉄道の安全や定時性に大きな影響を与え

る。運行支障は人身事故、装置故障などのほか、大雨，強風，地震といった

自然災害によっても発生する。発災の際には列車の運転中止や速度規制（運

転規制）の迅速かつ適切な対応が指令員に求められる。そのための取扱い基

準、規程等は定められているが、発災時には状況はダイナミックに変化し、

かつ輻輳するため、指令員が適時的確な判断を行い列車運転士等に指示を行

わなければ、運転中止区間に列車が進入する等の危険な事態や、列車運行の

混乱の増大等が生じる。そのため指令員には、変化し輻輳する状況に適切に

対応する能力（コンピテンシー）が求められる。しかし、鉄道指令員に求め

られるコンピテンシーの抽出や評価に関する研究は遅れており、現場におい

ては指導役の指令員自身が持つ経験知を訓練生に適宜伝達していることが一

般的であることから、個々の指令員のコンピテンシーにばらつきが生じ、結

果、鉄道の安全、安定輸送に支障、問題が生じ得るという課題がある。   

以上の背景を踏まえ、本論文では、運転規制の際に求められる指令員のコ

ンピテンシー向上を目指して、指令室において指令員に求められるコンピテ

ンシーを抽出し、評価する方法を提案し、その有効性を実証的に確認するこ

とを目的としている。  

一般にコンピテンシーはタスクを実現する望ましい行動として実現する。

そこでコンピテンシーの抽出方法については、タスクとの関係性でコンピテ

ンシーを抽出するとの方針のもと、①指令業務のタスクを階層的タスク分析

法により分析し、②分析したタスクを実現するための指令員の行動を抽出、

③それらの行動を実現するために必要となるコンピテンシーを抽出するステ

ップを提案している。  

次にコンピテンシーの評価方法については、航空分野において実運用され

ている CBTA (Competency  Based  Tra ining  and  Assessment )を参考に、評価

実務の実用性を考慮したうえで、評価対象コンピテンシーに対する行動指標

を具体化し、その行動指標を用いて被評価者の行動を評価しコンピテンシー

の獲得状態を評価する方法を提案している。  

本論文ではさらに提案したコンピテンシーの抽出と評価の各方法を大手鉄

道事業者の指令室に適用し、その有効性の確認を行っている。その結果、抽

出については 209 項目のコンピテンシーがタスクと関連づけられた理解しや

すい表現で得られている。次に評価については、抽出により得られたコンピ

テンシーを網羅する複数の運転規制シナリオを巧みに設定し、指令室シミュ

レータを構築したうえで、実際の指令員育成担当者が評価者、現場指令員が

被評価者となり、シミュレータを用いた評価実験を行っている。その結果、

評価対象指令員のコンピテンシーの獲得状態が適切に把握されるとともに、
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シナリオ後のレビュを通じて不足していたコンピテンシーが順次獲得される

といった有効性を認めている。  

本論文では以上の成果を結論として取りまとめると同時に、さらにコンピ

テンシー評価を企図する業務において、その特徴等に対応したコンピテンシ

ーの抽出方法、評価方法を導出するプロセスを考究し、提案している。  

本論文は以下に示す９章から構成されている。  

第 1 章では、序論として研究背景及び関連研究について述べ、鉄道指令員

が有すべきコンピテンシーに関して解決すべき課題を明らかにして、本論文

の目的を述べている。  

第 2 章では、本研究の方法として、コンピテンシーの抽出方法、評価方法

の検討手順について述べている。  

第 3 章では、運転規制に対応する指令員の現状と課題に関わる現地調査を

行い、その結果を踏まえて、コンピテンシーの抽出方法、評価方法に求めら

れる要件を示している。  

第 4 章では、指令員のタスクを詳細に分析し、タスクとの関係性でコンピ

テンシーを抽出する方法を提案している。  

第 5 章では、提案したコンピテンシーの抽出方法を大手鉄道事業者に適用

して、運転規制時に指令員に求められるコンピテンシーを実際に抽出してい

る。  

第 6 章では、運転規制の際に指令員に求められるコンピテンシーの評価方

法を検討し、評価対象となる指令員のコンピテンシーの獲得状況を実務的に

評価する方法を提案している。  

第 7 章では、指令室シミュレータを構築し、さらに運転規制シナリオを設

定したうえで、実際の指令員に適用して、提案したコンピテンシーの評価方

法の有効性を検討している。  

第 8 章では、本研究の成果を要約している。さらに、得られた成果を考究

し、コンピテンシー評価を企図する業務の特徴等に応じたコンピテンシーの

抽出及び評価方法を導出するプロセスを示している。  

第 9 章では、本論文の結論、および、今後の課題と展望について述べてい

る。  

 以上のように、本研究では、従来、現場の経験に委ねられていた鉄道指令

員のコンピテンシーの育成に関して、状況が輻輳し安全が損なわれる恐れの

高い運転規制に焦点をあて、鉄道指令員に求められるコンピテンシーの抽出

方法、評価方法を提案した。さらにその方法の検証を行い、有効性を確認し

た。そして得られた成果を踏まえ、コンピテンシーの抽出及び評価方法設定

のための一般的なプロセスを提案した。  

これらの成果は、鉄道安全に多大なる貢献をすると同時に、鉄道以外にお

いてもコンピテンシーの評価を企図する業務に多くの示唆を与えるものであ

り、学術的には安全人間工学領域に対して多くの貢献をなすものである。  
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よって、本論文は、博士（工学）早稲田大学の学位論文として価値あるも

のと認める。  
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